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学校に困 り 感を持つ中学校生徒への支援策の検討

ユニバーサルデザイ ンの視点から

大井 健都

Support for Maladjusted Junior High School Students from 仕le Persp配tive ofUniv<町sal Design

Kento α 

1 問題の所在と研究の目的

文割降十学省 (2012) の調査に よ る と 、 通常学級における教育的支援を必要とする生徒の割合が 6.5%で

あ る と い う 結果が出ている。 学習面射子動面で困難を抱えている児童生徒が増え る 中、 それらの児童生徒

に十分な支援が行き届いていないのが現状であ り 、 教員が生徒一人ひと り に対 して、 個別支援だけでは支

援が難しい と されている。 そこで、 困難を抱える生徒を含め、 すべての生徒が学びの実感のある授業や学

校生活を送る こ と ができ る よ う な支援策を検討する こ と が さ らに求め られている。 その手立て と して、 教

室ヰ授業にユニノ〈ーサルデザイ ン (以下、 UD) の視点を取 り 入れる こ と が有効である と考え られる。

静岡県総合教育セ ンター (2017) によ る と 、 UD の考え方を生かした授業づく り について中学校と 高等

学校で出必要性は感 じている も のの、 十分に関心が高ま らなかったこ と が明 らかに されている。 また、 国

立特別支援教育総合研究所 (2014) によ る と 、 中学校と 高等学校では、 教科担任制である こ と によ り 、 支

援のための体制づく り が困難である こ と が指摘されている。 中学校、 高等学校では、 小学校に比べ、 生徒

の理解や支援体制づく り を行 う ために、 よ り 情報共有や連携が必要である と 考える。

今回の研究では、 学級にいる支援を必要とする生徒が見逃される こ と な く 、 学びの実感を得る こ と がで

き る よ う な支援策の在 り 方についてUD の視点を手立て と した実践を行い、 考えてい く こ と を研究の 目 的

とする。 また、 中学校で UD 化を実現してい く ため に ど う した ら よいのかについても同時に考えてい く 。

2 研究の方法

本研究ではA 中学校の通常学級 (1 年 B 車且〕 と特別支援学級 (C 組) を対象と し、 担当教員に協力 して

も らい、 学級の中で UD 環境を作 り 、 学級の中で支援を必要とする複数の生徒の困 り 感に注目 しなが ら、

UD の視点を踏ま えた支援策を学級全体に取 り 入れる。 支援策を取 り 入れたこ と で、 困 り 感を抱えた生徒

に加え、 すべての生徒の困 り 感ヰ満足感等が どの よ う に変容 してい く 泊検証してい く 。

3 支援計画

支援計画の流れについてま と める。 質問紙調査の結果をふま え、管理職や学年主任と の話し合いによ り 、

対象学級 (1 年 B 組、 特別支援学級 C 組j が決定した。 その後、 対象学級の教員、 生徒への聞き取 り 調査

を行いなが ら、 支援員 と して授業に参加 し、 学級や生徒の様子の把握に努めた。 また、 夏休み明けに SDQ

に よ る生徒への質問紙調査を行い、 対象学級の気になる生徒を決定した。 対象の学級と 生徒が決ま り 、 学

級担任や教科担任と 支援策について検討し、 支援策を行 う こ と と した。 研究を行う 中で、 担当教員 と 話 し

合い、 PDCA サイ ク ルを繰 り 返 しながら、 学級全体及び気になる生徒に焦点を当てた支援計画を進め、 そ

の後、 質問紙調査や聞き取り 調査の結果から変容を図 り 、 分析する と い う流れで、 研究を進めたロ 最後に、

その支援策をふま え、 4 件法に よ る質問車欄査と聞き取り 調査を教員、 生徒対象にそれぞれATい、 支援策
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実現度は試験前よ り 下がっている こ と から fUD チ ョ ーク」 の影響もある と考えるが、 視覚化を行 う こ と

で、 どのよ う な効果があるのかイ メ ージする こ と が難しかったのでないかと推測する。

他には、 間 14 は 「個別の支援計画」 に関する項 目 であるが、 高いこ と から、 生徒の困 り 感を把握 し、

どのよ う に支援を していく のか考える上で、 個に向き合 う 意識が高まったこ と によ り 、 集団の中において

「個別の支援計画」 を取 り 入れる こ と につながったのではないかと十餓リする。 教職歴でみる と 比較的浅い

教員の変化が大き く 、 「個別支援計画J に対する理解と その重喪性を把握 し、 意識 している教員が多く なっ

たのではないかと考え られる。

中学校で UD 環境を実現するための ヒ ン ト と難 し さ が聞き取 り 調査から分か り 、 重要度が高い中で、 ど

のよ う に実現させていく のかが今後の課題である と考えた。 また、 これら以外に も UD は支援策 と しては

有効な手立てであ る と い う 意見がある反面、 UD に対する理解が教員によ り 異なる と い う 意見もあった。

5 U D新聞

fUD 新聞」 を A 中学校の教員向けに発行 した (図 1) 。 主な内容

と しては、 UD における先行研究や実践事例の紹介、 UD に関する知

識、 研究内容の紹介、 大学院の講義の内容等についてである。 発仔す

る 目 的 と して、 UD における先行研究か ら中学校では UD の実現が難

しい と 言われ、 実際に A 中学校で行った 5 月 の質問紙調査の結果から

特別支援教育や UD について個人差がある こ と が明 ら かになった也 そ

こで、 通信を通して共通理解を図る必要がある と考えたからである。

また、 今回は学校全体ではな く 、 対象学級を絞 り 研究を行ったため、

1 年 B 組キ帯別支援学級 C 組を担当 しない教員にも、 研究の内容につ

いて情報共有 し、 研究や UD に対する理解を深めたい と考えたからで

ある。

研究の 肉 容 と 報告

実際に A 中学校の教員間で、 特別支援教育や UD に関する瑚平につ 固 t 咽 新聞」

いて個人差がある 中で、 定期的に発行する こ と で、 学校全体で UD についての基盤を共有する こ と ができ

たのではないかと 受け止めている。 また、 教員からの意見で、 rUD に対する理解が深ま った。 J や rUD

チ ョ ーク の結果には驚いた。 J と言った意見があ り 、 全体的に 12 月 の質問紙調査の結果から特別支援教育

や UD に対する重要度が高ま ったこ と にも関係 しているのではないかと推測する。

e 総合考察

今回の研究では、 単発的な介入に よ る難 し さ も ある 中、 支援 と して行 う こ と には限界があった。 その中

で、 教員全体の特別支援教育やUD に対する共通珊軍の基 UD における支援策の有効性を理解し、 留意

点を把握した上で、 取 り 組む こ と によ り 支援策が成立する こ と を理解できた。 さ ら に、 学校の実態や生徒

の困 り 感について情報共有を行い、 見立てを考えた上で、 理解する こ と が求め られる と考え られる。 代表

的な実践事例を参考に しつつ、 学校の実態と結び付けた上で成 り 立つため、 前T錯誤する 中で PDCA サイ

クノレを行い、 教員間で共有でき る環境が同時に求め られるロ

実際に、 「物」 中心の手立ては、 下位層の生徒の支援策になる こ と が明 らかにな り 、 今後は上位層の生

徒に と って どの よ う な支援策が有効である のか考える必要がある。 そこで、 授業を構造化 し、 「思考」 の足
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